
第
40
回
総
会
・
懇
親
会

事
務
局
だ
よ
り

【 

新
役
員
決
定 

】

　

第
40
回
総
会
に
お
い
て
、
役

員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

役
員
の
任
期
は
３
年
で
す
。

会
長
　
　

井
上
　

善
嗣（
20
期
）

副
会
長
　

川
端
　

良
和（
２
期
）

　
　
　
　

岸
本
　

智
里（
34
期
）

　
　
　
　

大
町
　

昌
嗣（
36
期
）

書
記
　
　

藤
田
　

明
久（
23
期
）

　
　
　
　

守
屋
　

邦
浩（
33
期
）

会
計
　
　

山
田
　

一
弘（
８
期
）

会
計
監
査
　

中
谷
　

年
成（
25
期
）

　
　
　
　

岸
本
　

一
馬（
29
期
）

幹
事
　
　

樋
浦
一
二
三（
22
期
）

　
　
　
　

中
井
　

篤
史（
29
期
）

　
　
　
　

矢
野
　

寿
人（
29
期
）

　
　
　
　

今
西
　

暁
久（
31
期
）

　
　
　
　

勝
谷
　

成
敦（
33
期
）

　
　
　
　

芦
口
　
　

猛（
33
期
）

　
　
　
　

木
田
　

昌
仁（
44
期
）

　
　
　
　

木
田
　

優
輝（
47
期
）

　
　
　
　

横
溝
　
　

涼（
51
期
）

事
務
局
　

雁
瀬
　

祐
志（
45
期
）

　
　
　
　

諏
訪
理
一
郎（
50
期
）

【 

次
回
総
会
・
懇
親
会 

】

　

第
41
回
総
会
・
懇
親
会
は
、

令
和
６
年
６
月
29
日
（
土
）
に

開
催
し
ま
す
。

　

ご
案
内
は
が
き
は
令
和
６
年

５
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
ま

た
、
母
校
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も

掲
載
い
た
し
ま
す
。

新
会
長
あ
い
さ
つ

 

会
長    

井 

上
　

善 

嗣

れ
か
ら
も
共
に
励
ん
で
参
り
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
長
ら
く
測
志
会
の
た

め
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
金
谷

前
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
も
ご
意
見
を

頂
き
な
が
ら
会
員
皆
様
と
本
会

の
今
後
益
々
の
発
展
に
寄
与
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
く

存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
、
新
し
く
役
員
に
就
任

し
て
頂
い
た
若
い
方
々
も
多
く
、

こ
れ
か
ら
の
会
運
営
に
つ
い
て
、

楽
し
く
頼
も
し
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
近
畿
測
量
専
門
学

校
の
ご
繁
栄
と
、
会
員
皆
様
方

の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
へ
の
対
応
力
は
素
晴
ら
し

く
、
周
り
の
技
術
者
も
興
味
を

持
っ
て
負
け
じ
と
取
り
組
み
、

そ
の
若
き
力
と
、
往
年
熟
年
の

経
験
豊
富
な
技
術
者
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
闊
達
で
社

内
が
和
気
藹
々
と
し
た
空
気
に

包
ま
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

働
き
方
改
革
以
降
、
機
器
や
ソ

フ
ト
の
導
入
で
時
間
外
勤
務
も

大
幅
に
削
減
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ

る
土
砂
災
害
、
地
震
な
ど
国
土

の
危
機
に
欠
か
せ
な
い
測
量
設

計
業
務
で
す
の
で
、
災
害
時
に

は
時
間
を
問
わ
ず
勤
め
る
姿
勢

も
眩
し
く
誇
り
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。
我
々
の
業
務
は
地
味
で

は
あ
り
ま
す
が
国
土
強
靱
化
の

縁
の
下
の
力
持
ち
で
あ
り
ま
す
。

安
全
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
こ

に
も
一
部
改
正
が
お
こ
な
わ
れ

る
ほ
ど
新
技
術
が
次
々
と
導
入

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
作
業
員
の

高
齢
化
と
人
手
不
足
等
を
踏
ま

え
、
少
人
数
で
工
程
日
数
を
減

ら
す
に
は
三
次
元
点
群
測
量
・

レ
ー
ザ
ー
測
量
へ
の
移
行
も
必

須
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
新

技
術
の
習
得
或
い
は
機
器
や
ソ

フ
ト
に
関
し
て
も
何
が
本
当
に

必
要
か
を
、
見
極
め
つ
つ
、
今

求
め
ら
れ
て
い
る
成
果
を
納
め

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

と
も
に
働
く
仲
間
の
高
齢
化

に
つ
き
ま
し
て
は
弊
社
も
対
策

中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
同
業
の
み

な
ら
ず
、
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
、

と
門
戸
を
開
い
て
み
た
と
こ
ろ

近
年
異
業
種
か
ら
の
方
が
複
数

名
入
社
さ
れ
ま
し
た
。
彼
ら
の

　

平
素
は
何
か
と
測
志
会
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
般

第
四
十
回
測
志
会
総
会
に
お
い

て
測
志
会
会
長
に
就
任
致
し
ま

し
た
井
上
善
嗣
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
平
成
二
年
三
月
に

二
十
期
生
と
し
て
卒
業
し
、
以

来
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

を
務
め
て
参
り
ま
し
た
。
代
表

就
任
後
、
社
の
内
外
で
多
く
の

測
志
会
員
の
皆
さ
ん
と
接
す
る

こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
自
分

の
職
責
を
果
た
す
と
い
う
励
み

に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
現
在
の
公
共
事
業
は
、

災
害
対
応
を
中
心
に
そ
の
正
確

性
と
迅
速
な
対
応
が
日
々
求
め

ら
れ
、
作
業
規
程
の
準
則
も
令

和
二
年
に
引
き
続
き
今
年
三
月
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